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件     名

　　2024 年度ニッセイ財団「児童・少年の健全育成助成」 

　　「生き生きシニア活動顕彰」の贈呈式について
 １　趣　旨　　公益財団法人日本生命財団が青少年健全育成などを目的として実施している助成事業

において、助成を受ける団体（広島県分）が決定し、目録贈呈式が開催される。 

　　　　　　　また、贈呈式終了後、助成団体の活動状況の紹介、意見交換などを行う。 

２　広島県における被助成団体 

（１）「児童・少年の健全育成助成」 

　【助成対象】　児童・少年の健全育成のため、地域社会を構成する住民や諸組織が手を携え、地域活

動の一環として、子どもたちの生きる力を育む活動を定期的・日常的に継続して取り組

んでいる団体 

　【助成金額】　１団体当たり３０万円以上６０万円以内

 団　　体　　名 所在地 活　動　内　容 助成額
 

中条少年野球クラブ 福 山 市
地域に根ざしたスポーツ活動を通

しての児童の健全育成
５２万円

 
庚午子ども太鼓団－陽桜－ 広 島 市

創作太鼓・和太鼓演奏活動を通し

ての児童の健全育成
６０万円

 
大芝少年野球クラブスポーツ少年団 広 島 市

地域に根ざしたスポーツ活動を通

しての児童の健全育成
５９万円

 
やが和太鼓クラブ 広 島 市

創作太鼓・和太鼓演奏活動を通し

ての児童の健全育成
６０万円

 
矢野ファイターズスポーツ少年団 広 島 市

地域に根ざしたスポーツ活動を通

しての児童の健全育成
６０万円

 合　　計（５団体）　 助成総額（２９１万円）

 
（２）「生き生きシニア活動顕彰」 

【助成対象】　高齢者による「児童・少年の健全育成活動、障がい者支援活動、高齢者支援活動、 

地域づくり活動など」に取り組んでいる団体 
【助成金額】 １団体当たり　５万円

 団　　体　　名 所在地 活　動　内　容 助成額
 

よかよか倶楽部 広 島 市 高齢者の居場所づくり ５万円
 

 
東原百働会 広 島 市 高齢者の居場所づくり ５万円

 
五日市音訳グループ 広 島 市 手話・点訳・朗読ボランティア活動 ５万円

 　合　　計（３団体） 助成総額（１５万円）
 

３　贈呈式 

（１）日　時　　令和６年７月１６日（火）１３：３０～１４：３０ 

（２）場　所　　県庁北館２階第１会議室 

（３）出席者　　被助成・被顕彰団体　　各団体代表者 

　　　　　　 　（公財）日本生命財団 　代表理事常務理事事務局長　水野　充彦 

日本生命　広島支社　　支社長　　　　　　　　　　田島　一也　 

　　　　　　　　広島県　　　　　　　　環境県民局長　　　　　　　信夫　秀紀　
 

取材に当たってのお願い
　　子供たちの自主性や社会性を育む活動及び高齢者の地域貢献活動が 

より一層活発化するよう、広く報道してください。



――第４６回贈呈式―― 

 
２０２４年度 

児童･少年の健全育成助成 生き生きシニア活動顕彰 

助 成・顕 彰 団 体 決 定 
 

今年度は全国で２５８団体・１億２，７８１万円の児童・少年の健全育成助成と 
２１６団体・１，０８０万円の生き生きシニア活動顕彰を実施します。 

財団設立からの累計(1979年～2024年)は、１８，１４８団体・９２億円になります。 

 

 
 
広島県では、児童・少年の健全育成助成 

中条少年野球クラブ はじめ  5 団体 が 
決定いたしました。  

生き生きシニア活動顕彰 3団体 が決定いたしました。 
 
 

１１９９７７９９年年のの助助成成開開始始かからら４４６６年年のの累累計計はは  

広広島島県県内内  338899団団体体    22億億  993322万万円円    ととななりりままししたた。 

 

 

 

２０２４年７月 
 

公益財団法人 日本生命財団 
 

この件に関するお問い合わせ先 
 

〒541-0042 大阪市中央区今橋３－１－７ 

日本生命財団 助成事業部 

TEL：０６（６２０４）４０１４ 

FAX：０６（６２０４）０１２０ 
 

日本生命財団は、日本生命保険相互会社が創業９０周年

を迎えるに当り、より継続的かつ普遍的な社会貢献を行

うため１９７９年に設立された助成型財団です。 

以来「人間性・文化性あふれる真に豊かな社会の建設に

資すること」を目的として、児童・少年の健全な育成、 

高齢社会福祉、環境問題などの分野を中心に助成活動を

行っております。 

ホームページ https://nihonseimei-zaidan.or.jp 

 

https://nihonseimei-zaidan.or.jp/


広広島島県県へへのの助助成成累累計計はは338899団団体体――――22億億  993322万万円円ににななりりままししたた  
  
 

日本生命財団は、１９７９年の設立以来、児童・少年の健全育成に取り組んでいる 

団体に対して、活動に必要な物品を助成してまいりました。  

 

 

 

 

 

 

  

ままたた、、元元気気でで活活力力にに満満ちちたた高高齢齢者者がが主主体体ととななっってて地地域域貢貢献献活活動動をを行行うう団団体体をを顕顕彰彰ししてて  

おおりりまますす。。  

  

  

  

  

   
  
 
 

 ～助成・顕彰団体への目録贈呈式を全国の都道府県で開催～ 
 

目録贈呈式を次のとおり開催いたします。 
 

日 時 ７月１６日（火） 午後１時３０分～ 

場 所 広島県庁 北館 ２階 第１会議室 

出席者 

 

 

受 贈 者：8団体 

 

 

広 島 県：環境県民局長  

 

 

日本生命：広島支社長 

 

 

ﾆｯｾｲ財団：代表理事常務理事事務局長 

 

 

 

 

信夫 秀紀 様 

 

 

田島 一也 

 

 

水野 充彦 

   

 

生き生きシニア活動顕彰 
 

今年度は3団体を顕彰 

 

 

児童・少年の健全育成助成 
 

今年度は5団体に291万円を助成 
 



２０２４年度 

ニッセイ財団 
児童・少年の健全育成助成（物品助成）の概要 

 

未来をになう子どもたちが、心ゆたかに成長することをめざして  
 

日本生命財団は、１９７９年７月の設立以来、人間性・文化性あふれる真に豊かな社会の建設 
に資することを目的として活動しております。 
児童・少年の健全育成には、地域社会を構成する住民や諸組織が手を携え、地域活動の一環と  
して、子どもたちの生きる力を育んでいくことが必要です。 
このような活動に定期的かつ日常的に継続して取り組んでいる民間の団体・グループに対して、 
その活動に常時・直接必要な物品を助成しております。 

 

おかげさまで財団設立以来４６年継続して、全国１万４千を超える団体に助成  

 
児童・少年の健全育成助成（物品助成）は、全国都道府県知事から推薦いただいた団体について、 

当財団の選考委員会・理事会にて決定いたします。 
助成金額は、１団体３０万円～６０万円です。 
助成物品は、助成対象活動を継続的に展開するためになくてはならない直接活用物品で、子ども 
たちが待ち望み、子どもたち自らが主体的・継続的に共有して活用する物品としております。 

 

◆２０２４年度は、全国各地の２５８団体に総額１億２，７８１万円の助成を行います。 

◆財団設立から４６年の累計実績は、１万４千団体・９１億円を超えております。 

 

子どもたちの生きる力を育むさまざまな活動を応援  

 
次のような活動を行っている団体に助成いたします。 

 
＜２０２４年度助成２５８団体の内訳＞ 
 
「異年齢・異世代交流活動」  １３８団体 
 
「自然と親しむ活動」      ４７団体 

 
「子育て支援活動」       ４３団体 
 
「フリースクール活動」     １７団体 

 
「療育支援活動」        １３団体 

 

情報誌「Ｆｕ－ｍｉ」の発行  

 
当助成が多くの方々のお役に立つことを願い、助成制度の概要とあわせ、対象団体の活動内容 

および助成物品の活用事例などをご紹介する情報誌「Ｆｕ－ｍｉ」を発行しています。 
 

＊当財団のホームページでＰＤＦ版をご覧いただけます。 

 

以 上 



２０２４年度 

ニッセイ財団 
生き生きシニア活動顕彰の概要 

 

元気で活力に満ちた高齢者の地域貢献活動に対して  
 

わが国は少子高齢社会を迎えており、元気で活力に満ちた高齢者の地域貢献活動が注目  
されております。 

 日本生命財団では、高齢者が主体となって行う地域貢献活動を顕彰し、地域活動の輪を広げて  
まいります。 

 

２００７年の制度発足からこれまでに３，４６０団体を顕彰  

 
生き生きシニア活動顕彰は、全国都道府県知事から推薦いただいた団体について、当財団の  

選考委員会・理事会にて決定いたします。 
児童・少年の健全育成活動、地域づくり活動、高齢者支援活動、障がい者支援活動などの 
高齢者による“生き生きシニア活動”に取り組む民間の団体・グループに対して、１団体   
５万円の顕彰を行います。 

 

◆２０２４年度は、全国各地の２１６団体に１，０８０万円の顕彰を行います。 

◆２００７年の制度発足からの累計実績は、３，４６０団体・１７，３００万円となって 

おります。 

 

さまざまな“生き生きシニア活動”を応援  

 
次のような活動を行っている団体を顕彰いたします。 

 
＜２０２４年度顕彰２１６団体の内訳＞ 

 
「高齢者支援活動」       １２３団体（高齢者向けサロン、訪問ボランティア等） 

 
「地域づくり活動」       ４８団体（環境美化・環境保護活動、ボランティアガイド活動等） 

 
「児童・少年の健全育成活動」  ３５団体（登下校時見守り活動、伝承芸能の継承等） 

 
「障がい者支援活動」      １０団体（手話・点訳・朗読ボランティア活動等） 

 

情報誌「Ｆｕ－ｍｉ」の発行  

 
当顕彰が多くの方々のお役に立つことを願い、顕彰制度の概要とあわせ、対象団体の活動内容 

などをご紹介する情報誌「Ｆｕ－ｍｉ」を発行しています。 
 

＊当財団のホームページでＰＤＦ版をご覧いただけます。 
 

以 上 



















広島県との「包括連携協定」締結について

<協定項目と今後の主な取組>

今後も地域社会への貢献を推進してまいりますので、
引き続き日本生命をよろしくお願いいたします。

広島支社

1 ●県産品の販売促進に関すること

763-24-001 / 期限(26/3)

当社事業所での県産品フェア等を開催し、県産品の販路拡大へ協力します。

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

●県政情報の発信・観光振興に関すること

●地域防災に関すること

●地域の安全・安心に関すること

●環境対策・リサイクルに関すること
｢ニッセイの森｣の間伐材を活用した｢樹木名プレート・学校の木のしおり｣を学校等へ寄贈する活動を通じ、環境保全教育に取組みます。

●女性の活躍・働き方改革に関すること

●少子化対策・子育て支援・青少年育成に関すること

●高齢者支援・障がい者支援に関すること

●健康増進・食育に関すること

●教育・文化の振興に関すること

●その他、県民サービスの向上、地域社会の活性化に関すること

当社事業所において、県観光ビラ等の配架やポスター掲示を実施します。

『広島県「みんなで減災」県民総ぐるみ運動』に賛同し、防災に関する啓発活動を実施します。

チラシ･ポスター等により自転車の安全利用に関する啓発活動を実施します。広島県の自転車損害賠償保険等への加入に関する条例に対応
したニッセイ個人賠償プラン「まるごとマモル」の販売件数に連動し、広島県交通安全協会へ寄付を行います。

男性育休取得推進および女性活躍推進における日本生命の取組を紹介します。女性の再就職相談窓口のPRに協力します。

当社職員向けの出産・育児をサポートする制度や取組の紹介や｢子育て支援企業｣向け金利優遇制度等を通じ、子育て支援を実施します。

当社職員が、高齢者への声かけ等の見守り活動を実施し、万一異変を察知した際には各市町村の連絡窓口へ通報します。

チラシ等により｢がん検診」受診の促進を図ります。車いすバスケ講演会･体験会や当社野球部･女子卓球部等によるスポーツ教室を開催します｡

中高生を対象に、ライフデザイン、将来設計等をテーマにした「出前・受入授業」を実施します。

２０２２年１１月１１日、日本生命および あいおいニッセイ同和損害保険は、相互連携と
協働取組を推進し、一層の県民サービス向上と県内地域の活性化に資するため、

広島県と「包括連携協定」を締結しました。

※『がん検診は、正しい方法を正しく行うことで、がんによる死亡リスクの低下が期待できる一方、「エックス線検査による放射線被ばく」
等のデメリットがあるとされています。がん検診に対する理解を深め、健康と安心のために適切に利用してください。詳細については「がん
検診についての解説ビラ」をご覧ください。』


